




I.研究目的

　施設入院療法は,外国で Peshkin,本邦で遠城寺がその有効性を唱えて以来,

外来治療でコントロールしにくい重症喘息児に広く行われてきた。その効果は

明らかであるが,すべての患児に同等の効果を示すわけではない。


